










































































































くり返し強調している（e.g. pp. 19 ― 21，pp. 98 ―
 105，pp. 138 ― 140，pp. 247 ― 249）。 
 　例えば、対応バイアスについての著者の議論を

















































































































































































































































































 （2）Levy, N., 2014,  Consciousness and Moral Re-
sponsibility , Oxford: Oxford University Press. 
 （本研究は JSPS科研費18J12346の助成を受けたも
のである。） 
